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概 要
東日本大震災において, 個人同士の連絡手段として,

また様々な情報収集・共有の手段としてソーシャルメ
ディアが有効に活用されたと言われている.本論文では,
そのようなソーシャルメディアの一つである Twitter
に注目し,震災前後に投稿された３億超のツイートを
収集・分析することで,実際にどのようにTwitterが活
用されたかについて検証を行った.実際には,ツイート
の投稿者を地域ごとに分類し,各地域でのツイート数
の変化について分析した.さらにツイート内容に注目
し,地域毎の特徴的な話題について抽出した.これらに
より,被災地とそれ以外の地域でのソーシャルメディ
アの活用方法の違いについて明らかにした.

1 はじめに
3/11に発生した東日本大地震は,多くの建物や電気・

ガス・水道を初めとする生活基盤に甚大な被害をもた
らした. 通信設備も同様に被害を受け,通信機器の故
障や通話の集中が発生してたため,地震直後は携帯電
話や固定電話による通信は困難であった. 一方,地震
直後,多くのユーザが地震・被災地に関する情報収集
や安否情報の共有,家族や友人との連絡手段としてイ
ンターネットを活用したと言われている.特に地震直
後の混乱時は,Twitterや Facebookを初めとするソー
シャルメディアが情報共有に効果的に活用されたと言
われている.実際,被災地において,震災直後役に立っ
たインターネットサイトとして,Twitterが 2位にあげ
られている [4]. つまり地震発生後の Twitter上での
ユーザの行動記録がツイートの形で保存されていると

言える. これらのツイートを解析することで,東日本
大地震の前後においてユーザがウェブ上でどのような
行動をしかた観測することができると考えられる.
本論文では,ツイートを分析することにより, 大規模

災害及びそれに続く一連の事象がソーシャルメディア
上のユーザ行動にどのような影響を与えたかを明らか
にする.過去の研究においても災害時の Twitter上で
のコミュニケーションを分析を行っている [1].本研究
では,同様の試みを東日本大地震について行う. 東日
本大地震を対象とした研究は他にもいくつか存在する
[2, 3] 本論文では,まず日本全体のツイートを分析対象
とし,地震前後でのユーザの行動の違いについて比較
する.次いで地域別,デバイス別に分析・比較を行う.

2 データセット
本研究で用いたデータセットについて説明する. 今

回は,日本人ユーザにより地震前後に投稿されたツイー
トを収集した. さらに,地震前後のユーザの変化を観
測するために,日常的に Twitterを利用している「定
常的ユーザ」を抽出し,彼らのツイートをデータセッ
トして分析した. データセットとなるツイートの収集
方法は以下の通りである.

� 事前に日本人のTwitterユーザを収集し、ユーザ
リストを作成する (約 130万人).

� ユーザリストの各ユーザが 3/7から 3/23の間に
投稿したツイートを収集する.

� 各ユーザのうち, 地震前に毎日 5 回以上投稿
しているユーザを「定常的ユーザ」と定義する
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図 1: 震災前後でのツイート数及びユーザ数の変化 単位:1時間 期間:3/7 – 23.

(218, 860ユーザ).彼らによって投稿されたツイー
トのみを抽出し,データセットとする.

� 投稿しているユーザ数及び投稿数を集計した
後,3/7 の 0 時～1 時に投稿されたツイートを 1
として正規を行った.

また地域分析においては,都道府県単位で集計を行っ
た. ただし,本論文では全ての都道府県の結果を提示
することは紙面の都合上困難であるため, 東日本大震
災において特徴的な 5つの地域を選択し,それらにつ
いての比較を行った. 実際には,重被災地域として岩
手,宮城, 原子力発電所事故が発生した地域として福島
, 軽被災地域として東京, 震災と無関係の地域として
大阪, 合計 5つの都府県を対象とした.

3 日本全体における震災前後の変化
本節では,東日本大地震前後で時間帯ごとにTwitter

上でのユーザ行動がどのように変化したかを比較する.
まず,ツイート数及びユーザ数で比較した後,各ユーザ
の投稿内容について比較を行う.

3.1 日本全体の震災前後のユーザ数変化
図 1は,東日本大地震前後 2週間のツイート数の変

化およびユーザ数の変化を示している. 図 1によると,
ツイート数・ユーザ数は 3/11の地震直後に急激に増加
している. 3/15にも同様に急激にツイート数・ユーザ
数が増加しているが,これは東海地方で発生した地震
の影響によるものである. 地震前後で比較すると,地
震前 (3/8 – 10)と比べて地震後 (3/14 – 23)はツイー
ト数が定常的に増加している. しかし,地震直後を除
いては地震前後でユーザ数に大きな違いは無い. これ
より,地震前後で定常的ユーザの数には変化がないが,
各ユーザの投稿数が増加したと考えられる. （ただし,
本論データセットでは地震前に登録したユーザが対象
となっているため,地震後に登録したユーザについて
はこの限りでは無い）
これらの分析より,日本人ユーザの大部分は地震に

よってソーシャルメディアへのアクセスに関して大きな

表 1: 日本全体のツイートにおける話題語
日付 キーワード (tf-idf)

3/10 atakowa followmejp okaeri 二郎 アア
3/11 避難 余震 magica 福島 津波
3/12 被災 節電 福島 原発 避難
3/13 被災 募金 節電 福島 ヤシマ

影響を受けていないように見える. しかし,日本におけ
るTwitterユーザの多くは, 今回被害の少なかった,大
阪や東京などの大規模な都市に集中している. 実際,今
回のデータセットにおいても定常的ユーザの 38.8%が
東京,大阪に存在している. 今回対象とした 5つの都
府県に関して言えば,90.7%のユーザが上記 2府県に集
中している. このことより,被害の大きかった地域に
おける地震の影響を測定するには, 地域別に分析する
必要があると考えられる.

3.2 日本全体の震災前後の話題変化
表 1は,日毎に話題になったキーワードを示してい

る. 実際には,tf=各時間帯毎の出現頻度の合計,df=出
現する時間帯の個数と定義して tf-idf値を算出し,tf-idf
値の上位 5語を話題語として抽出している. 地震前の
3/10は,「#followemejp」や「#okaeri」など日常的に
使われるハッシュタグが話題語として抽出されている.
しかし,3/11以降は地震関係の語が抽出されている. ま
た 3/11は「避難」「津波」といった地震に直接関連し
たキーワードが抽出されているが, 3/12,13は「節電」
「原発」など地震によって引き起こされた原子力発電
所事故, 計画停電などに関連したキーワードが抽出さ
れており,事態の推移に合わせて話題となる語が変化
しているのがわかる.

4 各地域における震災前後の変化
本節では,東日本大地震が Twitterユーザに与えた

影響を地域別に分析し,評価する. まず,地域毎のユー
ザ数の変化を分析した後,次にツイート内容の変化に
ついて分析する. Twitter ユーザの居住地の判定で
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図 2: 震災前後での県別ユーザ数の変化 単位:1時間 期間:3/7 – 23.
表 2: 重被災地と軽被災地における話題語の比較

日付 キーワード (岩手) キーワード (東京)

3/10 デント メロシリトリ ミフィ 深浦 オハイオ 二郎 情勢 ピーター 坂上 売買
3/11 花巻 紫波 避難 盛岡 茶味 鈴蘭 オオ 避難 余震 恵比寿
3/12 花巻 盛岡 紫波 避難 被災 節電 福島 被災 原発 避難
3/13 被災 盛岡 デパート 遠野 花巻 被災 節電 募金 福島 輪番
3/17 グラディウス 被災 被災 盛岡 遠野 被災 節電 撲る 買い占め 福島
3/18 細細 被災 遠野 オハイオ メロシリトリ 被災 アリガトー 福島 延延 節電

は,Twitterのユーザプロフィールの「location」項目
を用いている.

4.1 各地域における震災前後のユーザ数変
化

図 2は,3/7 – 23における 1時間単位でのユーザ数
の変化を都府県別に示している. まず 3/11のグラフ
に注目すると,最大のピークは地震発生時間 (14時 46
分)直後の 15時に発生している. しかし,いずれの地
域も急激に増加しているわけではない. また, 3/12,13
において,被害の大きかった地域である宮城,岩手では
ユーザ数が急激に減少しており, またグラフが地震前
のレベルに回復するまで 3，4日かかっている. これ
より,震源地に近く被害が大きかった地域のユーザは,
それ以外の地域のユーザと比べ,ソーシャルメディア
を活用することが困難な状況であったことが推測され
る. また,他の地域と比べて福島県では,地震前と比べ
て,地震後のユーザ数が増加している. これより,福島
第一原子力発電所の事故により福島県内での Twitter
の活用が促進されたと考えられる.

4.2 各地域における震災前後の話題変化
表 2はそれぞれ重被災地域である岩手と軽被災地域

である東京において, 日毎に話題になったキーワード
を抽出している. 話題語の抽出には前述と同様に tf-idf
値を用いている. 3/11以降,東京では「被災」,「節電」
などの震災に関連した一般的な語が話題語として抽出
されている. 一方,岩手では「花巻」,「盛岡」など具
体的な地名に関連した語が話題語として抽出されてい
る. これより,軽被災地域と比べ,重被災地域ではより
具体的な災害情報がより多く投稿されていたと推測さ

れる. また, 3/17以降,東京では震災関連のキーワー
ドが話題語として抽出されているが, 岩手では震災前
と同じような語が話題語となっている.これより,軽被
災地域より重被災地域の方が早く日常的な話題を投稿
するようになっていることが推測される.

5 デバイス別に見た震災前後の変化
本節では,地域に加え,ユーザがツイートの投稿に用

いたデバイスに基づいて, 地域別・デバイス別に震災
前後の Twitter上でのユーザ行動の変化を分析する.

Twitterでは各ツイートに投稿に用いた Twitterク
ライアント名・ツール名の情報が付加されている. 我々
はこのツイートをデバイス別に,PC,フィーチャーフォ
ン,スマートフォンの 3つに分類した.

5.1 地域・デバイス別に見たユーザ数変化
デバイス別のユーザ数推移について,重被災地域（岩

手）と軽被災地域（東京）を比較する. 図 3は岩手と
東京のデバイス別ユーザ数推移を表している. これら
2つのグラフは大きく異なっている. 震災直後,岩手の
グラフではフィーチャーフォンとスマートフォン,つ
まりモバイルデバイスを用いたユーザ数が PCよりも
圧倒的に多くなっている.また，震災前と比べ,震災後
は明らかに岩手における PCを用いたユーザ数が減少
しており,岩手における PCのグラフが震災前のレベ
ルを回復するのに 3，4日を要している. 一方,東京で
は震災直後はモバイルデバイスの割合が増加するもの
の,震災翌日以降は震災前と変わらず PCを用いてい
るユーザ数が大半を占めている. これより,重被災地域
においては PCを用いて Twitterを利用することが困
難であったことが推測される. 重被災地域のユーザは
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図 3: 重被災地域及び軽被災地域における震災前後でのデバイス別ユーザ数の変化 単位:1時間 期間:3/7 – 3/23.

表 3: 重被災地と軽被災地における投稿デバイス別の話題語の比較
日付 デバイス キーワード (岩手) キーワード (東京)

3/12 PC 及川 土井 明神前 八幡平 盛岡 福島 原発 被災 平塚 終夜
3/12 feature 花巻 新港 矢巾 被災 岩手 被災 節電 福島 村上 余震
3/12 smart 花巻 紫波 盛岡 避難 大槌 節電 福島 被災 原発 埼京線

地震後しばらくはモバイルデバイスを用いて Twitter
にアクセスしている.
また,震災直後にモバイルデバイスを利用してるユー

ザ数が増える理由は,重被災地域と軽被災地域で異なっ
ていると推測される.東京にでは,地震当日に発生した
大規模な交通機関障害による帰宅困難者が,翌日帰宅
するまでにモバイルデバイスを通してTwitterを利用
していたと推測される. そのため,図 3において,東京
のモバイルデバイスのユーザ数は夜間を通して高いレ
ベルが維持されている.一方,岩手においては地震後数
日間は停電が発生しており, モバイルデバイスのみで
インターネット及び Twitterが利用可能であったとさ
れている. そのため,岩手のモバイルデバイスのユー
ザ数は夜間には減少していると推測される.

5.2 地域・デバイス別に見た震災前後の話
題変化

表 3はそれぞれ岩手と東京において,投稿されたデ
バイス別に 3/12の話題語を抽出している. それぞれ
の話題語をデバイス同士で比較してみると, 若干の違
いはあるものの,話題となっている語は大きな違いは
見られない. 紙面の都合上省略したが,他の日におい
ても同様である. これより,デバイス毎に投稿される
内容に大きな違いは推測される.

6 おわりに
本研究では,震災前後に投稿されたツイートを地域

別・デバイス別に分析することで,大規模災害時にユー

ザーによってソーシャルメディアがどのように活用さ
れたかについてを明らかにすると共に, ソーシャルメ
ディアを通して実世界で発生していることを観測でき
る可能性について提示した. 今後はこの知見を活用し,
ソーシャルメディアを通して各地域の現状を観測する
手法や大規模災害時の効率的な情報伝播の促進する研
究について進めて行きたい.
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